
グリーン・ツーリズムインストラクター認定者のご紹介

(活躍されている地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ）

                         鍋 島  悠 弥 氏

【活動地】愛媛県今治市（大三島）

【所属・役職】

                             □ さかりば農園/農村ゲストハウスさかりば

                             □ 一般社団法人えひめ暮らしネットワーク 副代表

                             □ 総務省地域おこし協力隊サポートデスク 専門相談員

                             □ 総務省地域力創造アドバイザー

【本講習の認定年度】 体験指導、企画立案(平成2６年度)

ご活動の経緯

１．平成２４（2012）年、大三島（愛媛県今治市）で地域おこし協力隊の活動を開始

（任期中に、体験指導コース、企画立案コースを受講）

2.任期満了後、活動地・大三島（愛媛県今治市）に定住

3.平成２７（201５）年、大三島（愛媛県今治市）で“体験指導コース”の開講をご依頼

（開講による受講者／認定者：１２名）

4.“さかりば農園/農村ゲストハウスさかりば”の開業

本講習について伺いました

■受講したことによって役立ったことは？

 地域の日常の中にある小さな資源の見つけ出し方と、それを伝える方法を具体的に学ぶことができました。 

体験指導や講演といった際に、人に何かを伝えるときの話し方や仕草は、講師の方々や講習時の仲間たちと

取り組んだ実地演習で得たものが、現在でも大きく役立っています。

 また、体験メニューの企画立案における考え方は、現在の仕事でもある移住促進や地域づくりに係る各種研修

の企画時に生かされています。一緒に受講した全国各地の仲間の存在は今でも大きな財産です。

■“活動地開講”を依頼した理由は？

 活動地でグリーン・ツーリズムに取り組む仲間を増やすことと体験指導を行う際

に欠かせない知識や技能を身ににつけてもらうことです。実際に開講して、新しい

仲間を増やすこともできました。活動地の新たな地域資源を楽しく発見できたこと

も良かったと感じています。

■これから受講される方々へのメッセージ

   私は現在、多様な生業をもちながら島暮らしを送っています。地方で豊かな暮らしを送るための方法は人それ

ぞれだと思いますが、今そこにある地域資源を見つめ直し、生かす方法を学ぶことは、ツーリズム分野のみならず、

地域づくりといった視点からも大きな価値があります。地方をフィールドに活動するみなさまが様々なヒントを

得ることができる本講習を、ぜひ受講してみてはいかがでしょう。

“農村ゲストハウスさかりば”のご紹介

 しまなみ海道の中心に位置する大三島の北端にある盛 （さかり） 集落。

この小さな集落の豊かで静かな日常を感じられる一棟貸しのお宿です。

〒794-1401 愛媛県今治市上浦町盛１４９８

TEL ０９０－７７６５－３３８１

メール kamiura.sakariba@gmail.com

公式サイト https://sakariba-omishima.jimdofree.com/

“大三島”開講の様子

愛媛県今治市



グリーン・ツーリズムインストラクター認定者のご紹介

(活躍されている地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ）

                     戸 松 淑 朗 氏

【活動地】 栃木県那珂川町

【所属・役職】 那珂川町観光協会 事務局長

【本講習の認定年度】 地域案内・体験指導(平成28年度)

     企画立案(平成2９年度)

ご活動の経緯

１．平成28（20１6）年、栃木県那珂川町に移住し、地域おこし協力隊の活動を開始 

(任期中に、地域案内・体験指導・企画立案コースを受講)

２．令和３（２０２１）年、那珂川町観光協会 事務局長に就任

３．現在は観光ツアーや移住ツアーの企画・実施、特産品の首都圏イベント販売などを実施

本講習について伺いました

■受講したことによって役立ったことは？

  民間企業に勤めていたので、営業・マーケティングに関する知識や経験は持っ

ていましたが、観光分野における農山漁村地域の資源の活かし方、安全管理や諸

規制などについては学ぶ機会がありませんでした。本講習を通じてそれらのこと

を短期間に学ぶことができました。  

    最初の講習（地域案内コース）では大学生と一緒に受講しました。私たちの世代

とは異なる興味や関心を持っていることに気づきました。 その気づきは、現職に

ついてから若い世代と接する際や業務の中で役立っていると思います。

■これから受講される方々へのメッセージ

  私は那珂川町の素晴らしい自然環境に魅せられ、地域おこし協力隊を卒業後に観光協会に入りました。

現在は那珂川町の魅力（自然・特産品・人）を県内外に広く知らしめていきたい思っています。

  この講習を受ける方で、那珂川町に来られた際は、観光協会にも是非お立ち寄りください。

 “那珂川町観光協会”のご紹介

 栃木県の北東部に位置する人口約１万5千人の町・那珂川町。

 関東でも有数の清流・那珂川が流れ、町名の由来となっています。

 清流とこれを取り囲む里山が織り成す豊かな自然、温泉や美術館、

キャンプ場などの観光施設が、訪れる人々の心を癒します。

〒324-0617 栃木県那須郡那珂川町北向田179-1

  TEL 0287-92-5757

メール nakagawa-kanko@nactv.ne.jp 

  公式サイト https://nakagawamachi-kanko.org/

栃木県那珂川町

地域案内の実演

（フィールドワーク）



グリーン・ツーリズムインストラクター認定者のご紹介

(活躍されている地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ）

                             金 城 愛 氏

【活動地】 愛知県東栄町

【所属・役職】 農家民宿「体験型ゲストハウスdanon」オーナー

    【本講習の認定年度】 地域案内・体験指導・企画立案(平成26年度)

ご活動の経緯

１．平成25（20１３）年、愛知県東栄町で地域おこし協力隊の活動を開始 

(任期中に、地域案内・体験指導・企画立案コースを受講)

２．事業構想「地域の暮らしや人に出会える体験型ゲストハウス」を立てる

3.任期満了後、活動地・愛知県東栄町に定住

4．平成27（２０15）年、農家民宿「体験型ゲストハウスdanon」を開業

本講習について伺いました

■受講したことによって役立ったことは？

グリーン・ツーリズムの勉強をしたことによって、自分の地域の行事や歴史、暮らしや

人の中に魅力があることを再認識できたことや地域の暮らしの中の「宝」を人に伝える

方法を学ばせてもらいました。

講習を通して共に時間を共有した先生方や仲間と繋がりができたこともとてもよか

ったです。受講後も困ったときにアドバイスをいただけたり、フィールドは違えども悩み

を共有できたり、とてもいいご縁ができたなと思っています。

私は愛知の山里で「地域の入り口」になるようなゲストハウスを運営しています。ゲス

トハウスの事業計画を立てる際は、グリーン・ツーリズムの概念を多く取り入れました。

 開業して9年目ですが、今でもグリーン・ツーリズムの講習会で学んだことは大いに

役立っています。地域の暮らしの中に馴染んでいる魅力を地元の人や外の人に伝える

ことで地域の自信や誇りに繋がり、外部と地域の架け橋のような役割ができるように

なったのはグリーン・ツーリズムを学ばせていただいたおかげだなと思っています。

■これから受講される方々へのメッセージ

  過疎地域というフィールドでも、まだまだ挑戦できることがたくさんあるというこ

と、何よりも地域での暮らしを楽しむこと、田舎だからできることなど大切なことを

たくさん教えてもらいました。課題の多い場所で外部と地域を繋ぐような小さな挑

戦こそが、これからの農山漁村の未来を切り開いていく足がかりになっていくと信じ

ています。ぜひ、グリーン・ツーリズムの講習を受けて、日本の農山漁村を一緒に盛り

上げていきましょう！！

 “農家民宿「体験型ゲストハウスdａnon」”のご紹介

 奥三河・東栄町の四季や暮らしを体験できる「ゲストハウス」です。

 築150年の古民家で東栄町の暮らしを体感できる宿です。

〒449-0214 愛知県北設楽郡東栄町本郷下前畑6-1

  TEL 0536-76-1860

メール info@danon-toei.com

公式サイト https://danon-toei.com/

愛知県東栄町

体験型ゲストハウスdａnon

実地踏査
（フィールドワーク）



グリーン・ツーリズムインストラクター認定者のご紹介
(活躍されている地域おこし協力隊ＯＢ・ＯＧ）

下 條 真 輝 氏

【活動地】福島県いわき市(田人地域)

【所属・役職】 田人ワークキャンプ・ビレッジ 代表

【本講習の認定年度】 体験指導(令和３年度)

ご活動の経緯

１．令和元（20１９）年、福島県いわき市(田人地域)で地域おこし協力隊

の活動を開始(任期中に、体験指導コースを受講)

２．任期満了後、活動地・福島県いわき市(田人地域)に定住

3．令和３（２０２１）年、宿泊・体験施設「田人ワークキャンプ・ビレッジ」

建設開始

 ４．令和４（２０２２）年、宿泊・体験施設「田人ワークキャンプ・ビレッジ」

開業 （現在、運営に携わる）

本講習について伺いました

■受講したことによって役立ったことは？

普段何気なく通り過ぎている道や街並みに対して多角的な角度から人を楽し

ませる方法があること、さまざまな活動をされている人と出会えたことで新たな

可能性も見出すことができました。

また、楽しい発見だけでなく、インストラクターとして、地域と連携することの

大切さ。自身の知識やスキルなど、講師の皆さんの実体験を聞くことで知ること

ができました。

■これから受講される方々へのメッセージ

インストラクターを目指している方はもちろんのこと、地方で他事業をしている

方にこそ受講して頂きたいと思います。

自身が活動している地域の新たな良さが見えてくるかと思います。

講師はプロのインストラクターさんたちばかりです。気軽に楽しく参加してくだ

さい。

“宿泊・体験施設「田人ワークキャンプ・ビレッジ」”のご紹介

田人ワークキャンプ・ビレッジは、都市部や海外の人が滞在しなが

ら地域活動に参加していくための交流施設です。

田人町の人とともに、畑しごとをしたり、山しごとをしたり、草刈り

をしたりと一緒に汗を流しながら、里山の暮らしが体験できます。 

任意団体「田人里山再生委員会」が運営しています。

〒974-0153 福島県いわき市田人町南大平字高松77-1

メール tabito.wv@gmail.com

 公式サイト https://tabito-wv.com/

福島県いわき市
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